

























金水敏氏と Dane Hampton 氏に大変貴重な情報や助言をいただいた。心から感
謝の意を表したい。
 1 ジャカン（1992）は、100万人から1800万人までと述べている（p. 3）。
－ 86－
た五百以上の異なる部族が存在していたという（Benshoff and Griffin 
2009, p. 102）。
　このように、「ネイティブ・アメリカン」というのは「ひとつのエスニッ
ク・グループの総称」（鎌田 2009, p. 2）にすぎないのであるが、白人の
映画製作者は、映画の中に登場させるネイティブ・アメリカンを単純化し、














































































 3 コロンブスが「新大陸を発見」する前は、実に三百近くの言語が Rio Grande 

















































































（2） The Indian Chief （インディアン・チーフ）
 i. Peter Pan （邦題：『ピーター・パン』）（1953） ＜アニメーション＞
 ii. ステレオタイプ１（首長），脇役，「アルゴンキン系ブラックフッ
ト族」
 iii. 声優：Candy Candido （白人）
－ 92－
（3） Ke-Ni-Tay （ケ・ニ・タイ）
 i. Ulzana's Raid （邦題：『ワイルド・アパッチ』）（1972） ＜実写＞
 ii. ステレオタイプ３（戦士），準主役，アパッチ族
 iii. 俳優：Jorge Luke （メキシコ人）
（4） Geronimo （ジェロニモ）
 i. Geronimo （邦題：『ジェロニモ』）（1993） ＜実写＞
 ii. ステレオタイプ３（戦士），主役, アパッチ族
 iii. 俳優：Wes Studi （チェロキー族）
（5） Chief Powhatan （チーフ・パウアタン）
 i. Pocahontas （邦題：『ポカホンタス』）（1995） ＜アニメーション＞
 ii. ステレオタイプ１（首長），脇役, ポーハタン族
 iii. 声優：Russell Means （ラコタ・スー族）
（6） Tonto （トント）
 i. The Lone Ranger （邦題：『ローン・レンジャー』）（2013） ＜実
写＞
 ii. ステレオタイプ３（戦士）（？），主役, コマンチ族


























が挙げられる（Meek 2006, pp. 107-8）。また、彼らは、（7）に示すように、






（7） a. For many moons red man fight paleface Lost Boys. 
  「迷子たちとは　長い間戦ってきた」 
  （『ピーター・パン』のインディアン・チーフ; 35:49）
 b. If Tiger Lily not back by sunset, …
  「日暮れまでに　娘が戻らなければ」
  （ibid.; 36:35）
 c. At sunrise you will be the first to die.
  「日の出に処刑する」
  （『ポカホンタス』のチーフ・パウアタン; 1:00:53）
 d. Many moons ago, …  
  「幾歳月も前…」


















 5 （9）と（13）の例はすべて Meek （2006）から来ている（[本稿における例の
番号]=[Meek（2006）の論文における番号]; （9a）=（4f-iv）（6a-i）， （9b）=








ºHollywood Injun English" に観察される非標準的な文法の特徴として
（8i）～（8iv）の四つの項目を挙げている。
（8） i. テンスの欠如 （lack of tense）
 ii. 様々な文法的要素の消失 （deletion （of various grammatical 
elements））
 iii. 置き換え （substitution）









 a. For many moons ／（ii） Red man fight（i） 
　　　　　　　　　　　　  the　　　　　  has fought
  ／（ii） paleface Lost Boys.（35:53）
  the
  「迷子たちとは 長い間戦ってきた」  
 b. This time ／（ii） ／（i）　no（iii）  turn-um　loose. （36:15）
　　　　　　　　　I/we　 will　 not  （you）
  「今日は逃がさない」
 c. Me（iii）　／（ii）　no（iii）　spoof（i）, （ii）　um. （36:21）
   I　　　am　  not　　spooﬁng （you）
  「冗談ではない」 
 d. Where　／（i）,（ii） you hide Princess Tiger Lily?（36:23）
   　　did    
  「私の娘をどこに隠した」
 e. You ／（ii）now Little Flyin' Eagle.（50:02）
  　　 are 
  「º空飛ぶワシ" と名乗れ」
（10）『ワイルド・アパッチ』のケ・ニ・タイ
 a. These two ／（ii）not like you.（7:53）
 　　　  　 do
  「あなたを嫌っています」
 b. Apache（ii） ／（ii）  not soldier（ii）.  Apache（ii）／（ii） not sign
          Apaches　are 　　soldiers　  Apaches do
  ／（ii）paper to fight.（1:05:26） 
  a/any
  「アパッチ 兵士違う　闘うのに 契約に署名しない」 
－ 97－
 c. Ke-Ni-Tay（iii）sign（i）　／（ii）paper.  Ke-Ni-Tay（iii） 
  I 　　　　 signed the  I
  ／（ii）　　／（ii）soldier.（1:13:54）
  am（is） a
  「ケ・ニ・タイ署名した　ケ・ニ・タイ兵士」
（11）『ジェロニモ』のジェロニモ
 a. You have good long glass（ii）.（21:37）
   　　　　　　　　 glasses
  「いい双眼鏡を持ってるな」
 b. I aim（i）for his head.（22:18）
    aimed    
  「頭を狙ったつもりだ」
 c. But I did not（iv） want to fight.  I did not（iv）pray.  
  　　  （didn't）  　　　　　　　　（didn't） 
  I did not（iv）do anything.（1:39:16）
   （didn't）
  「戦いたくなかったんだ　祈りも捧げず―ぼう然としていた」
（12）『ローン・レンジャー』のトント
 a. You make（i）　　　 ／（ii）mistake.（44:03）
    are making   a
  「違う」
 b. An evil sprit ／（i）, （ii）born in the empty spaces of the





  I  made   a
  「交換した」
 d. Indian（ii）is like coyote（ii）.   
  Indians are 　　 coyotes
  He　　 kill（ii）and leave（ii）nothing to waste.（1:04:29）
  （They）  kill（s）　   leave（s）
  「殺した獲物は無駄にしない」
 e. ／（ii）Horse ／（ii）dead.（1:14:02）
  The  　  is
  「馬が死んだ」
 f. Yes, but you did not（iv）speak of her as . . .（1:15:07）
   　　　　 （didn't）
   「だが兄嫁として　見ていなかった」
（13）『ポカホンタス』のチーフ・パウアタン
 a. They do not（iv）want to talk.（51:36）
  　　　（don't）
  「拒絶される」 
 b. Of course I would but it is not（iv）that simple.（51:44）
    　　　　　　　　（isn't）
  「もちろん話すがもう手遅れだ」
 c. If there is（iv）to be more killing 
  　（there's）
  it will not（iv）start with me.（1:09:03）
  　（won't）





は定冠詞 ºthe"（e.g. （9a）（10c））、不定冠詞 ºa"（e.g. （10c）（12a））、助
動詞 ºdo"（e.g. （10a））、助動詞 ºdid"（e.g. （9d））、be-動詞（e.g. （9e）（10b）
（12e））、名詞につく複数の º-s"（e.g. （11a）（12d））などが含まれる。（助
動詞・be-動詞の消失は、テンスの欠如にもつながっている。）「（8iii）置
き換え」について、否定語 ºnot" の代わりに ºno" が表れたり（e.g. （9b）










置き換え」は、ºforeigner talk" や ºbaby talk" に見られる特徴に類似し
　 　








（American Indian （Pidgin） English）に観察される特徴と類似しているという
（Craig 1991, p. 31; Meek（2006, p. 111）に引用; Craig（1991）は、この形態素
















名詞単数形の目的格 ºMe" を過剰一般化し、主格の ºI" の代わりに使用し




























  Did you
  「馬は用意したか？」
 b. There is（v）another?（5:58）
  Is there
  「他にいるか？」
 c. So, it is（v）better that she live（ii）
      is it　　　　　　　　 　lives







例えば、（14c）の疑問文において、主語 ºit" に be-動詞 ºis" が続き（こ
こでは（9e）や（10b）に見られたような be-動詞の消失は起こってい
ない）、語順は平叙文と同じである。但し、トントの台詞には ºDo you 




である（e.g. ºWhere do you go?"「どこへ行く？」（51:39）; ºTell me, 




ない（e.g. ºJump." ºRead this book."）。あるいは、命令の意味を持つ助
動詞 ºmust" を使い、「You must [動詞の原形]」で表わすこともある（e.g. 
You must jump." ºYou must read this book."）。しかし、主人公トン
トの台詞には、動詞の原形の前に ºMust to" をつけた命令文が数カ所現
れている。（15）に例を示す。
（15）a. Must to（vi）jump.（22:44, 1:52:27） 
  ／ / You must   
  「飛び降りろ！」
 b. Come.  Must to（vi）go.  
  　　　 ／ / You must 
  Must to（vi）go, drunken bastard. （1:00:04）
  ／ / You must
  「来るんだ 来い 酔いどれ馬 」
この ºMust to" は命令文の基本形式に従っておらず、また ºmust" は助動
－ 103－
詞であるため、一般的に ºto" が添加されることはない。一方で、（16）に
示すように、トントは二人称代名詞 ºYOU" や一人称代名詞複数形 ºWE" 
等以外の主語を持つ義務・必然の ºmust" には ºto" を添加していない。
（16）a. Justice is what a man must take for himself.（1:33:52） 
  「正義は―人それぞれだ」



















































（人種・民族） 白人 メキシコ人 チェロキー族 ラコタ・ スー族 白人

























































iv．縮約形の欠如 （--11） （--11） （✓） ✓ ✓
　 　











に ºwill" が縮約形 º'll" として、ºis" が縮約形 º's" として表れているところがある




















に制作された1950年代に作られている（鎌田 2009, p. 124）。ディズニー
が作品の受け手として子どもを想定して製作したアニメーションではあ
るが、物語の中でイギリス人の白人の子どもたちはピーター・パンに ºGo 
out and capture a few Indians."「インディアンを捕まえてこい」（32:06）
と命じられる。インディアン探しの隊長役の男の子ジョンが途中インディ
アンの足跡を見つけ、ºIndians! Oh, Blackfoot tribe. Belongs to the 



































































































































語根（=原形）に形態素{-ed}を付けたり（過去）、助動詞 ºwill" や ºbe 























 a. For many moons ／（ii）Red man fight（i） ／（ii）paleface Lost 
Boys.（35:53）
  字：／（ii）迷子たちとは 長い間戦ってきた
  吹：長いこと 赤いインディアンと白い迷子たちは戦ってきた
 b. This time ／（ii）／（i）no（iii） turn-um loose. （36:15）
  字：今日は（／（ii）（／（ii） 逃がさない　　
  吹：だが今回は逃がしっこなし 
 c. Me（iii）／（ii）no（iii） spoof（i），（ii） um.（36:21）
  字：冗談ではない　　　　








 d. Where ／（i），（ii） you hide Princess Tiger Lily?（36:23）
  字：（／（ii）私の娘をどこに隠した










 a. His wife ／（ii）my wife's sister.（38:20）
  字: 奴の妻／（ii）俺の女房の姉／（ii）
  （cf.「奴の妻は 俺の女房の姉だ」）
 b. Apache（ii）／（ii）not soldier（ii）.  
  Apache（ii）／（ii）not sign ／（ii）paper to fight.（1:05:26）
  字: アパッチ／（ii）兵士／（ii）違う　闘うのに 契約に署名しない
  （cf.「アパッチは 兵士とは違う […]」）






（i） Squaw, ／（ii）no（iii）dance. Squaw, ／（ii）get'em firewood.（51:13）
 　字：女／（ii）踊らない　女／（ii）たきぎ／（ii）運ぶ　
 　（cf. 吹：お前は踊れない 向こうから薪を持っといで）
－ 113－
  字：ケ・ニ・タイ（iii）／（ii）署名した　
  　　ケ・ニ・タイ／（ii）兵士／（ii） 












17 アパッチ族のケ・ニ・タイの最初の英語の台詞（10a）ºThese two do not 
like you."（7:53）の日本語字幕は「あなたを嫌っています」であり、丁寧形「ま
す」が使われている。この後に続く台詞も ºHe does not listen to the words. 







18 ケ・ニ・タイは ºI" に相当する自称詞として「俺」を使用している。「俺」は「お

















 a. Dan ／（ii）very dead.（41:27）
  字：ダン／（ii）すごく死んだ（cf.「ダンは 死んだ」）
  吹：ダン 彼は死んだ　
 b. ／（ii）／（ii）／（ii）Fear of cat（ii）.
  （cf. ºI have a fear of cats."）（59:24）
  字：ネコ／（ii）怖い　  
  吹：ネコ／（ii）怖い



















 a. You have good long glass（ii）.（21:37）
  字：（／（ii）いい双眼鏡を持ってるな
  吹：それはいい双眼鏡だな ゲートウッド
 b. The next time, I will kill you.（48:37）
  字：今度（／（ii）（／（ii）見かけたら殺すぞ
  吹：今度（／（ii）（／（ii）見かけたら そのときは殺す
（24）『ポカホンタス』のチーフ・パウアタン　（cf. （13））　
 a. Yes, but there's one smiling face I don't see.  Where is（iv） 
my daughter?21（7:42）
  字：だが大事な顔が一つ 見当たらん　娘は？
  吹：そうだ 私の大事な笑顔が見えないな

















































（25）a. But I did not（iv）want to fight.  I did not（iv）pray.  I did 
not（iv） do anything.  
  字：戦いたくなかったんだ　祈りも捧げず―ぼう然としていた
    　　　　　 （の） 　　　　　　　　　　　　してた
  吹：戦う意志も全くなかった　神への祈りさえ
　　　　　　忘れてしまっていた
    ちゃってた
（『ジェロニモ』（1993）のジェロニモ; 1:39:16）
 b. Of course I would but it is not（iv）that simple. 
  吹：もちろん聞くさ　だがもうここまで来てしまったん だ
      　　　　　　　　　　　 （の） である
   もはや簡単には済まないのだよ
     　　　　　ん
  （cf. 字：もちろん話すがもう手遅れだ）
   （『ポカホンタス』（1996）のチーフ・パウアタン; 51:44）
 c. [Butch（白人）の質問 ºDo I know you, Injun?"「俺はお前を知っ
てる？」に答えて]
  You know me.
  字：知っている （cf. 吹：遠い昔）
     てる
（『ローン・レンジャー』（2013）のトント; 17:22）
－ 118－
 d. Not a man.
  字：人間ではない （cf. 吹：人間じゃない）












 a. Greetings, noble spirit horse.（43:53）
  字：こんにちは 気高き白馬よ
  吹：ようこそ　聖なる白馬よ
 b. But who am I to question the great father?（50:05）
  字：だが 偉大なる父には　逆らえない
  （cf. 吹： しかし神様の決めたことだ）
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